
空
間
意
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
理
解
の
新
見
地

ー

l
空
間
意
識
と
し
て
の

E回
9wu

と

E
E
3

を
め
ぐ
っ
て
|
|

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

木

車

也

佐

々

は
じ
め
に
|
目
的
と
方
法
に
関
し
て
|

「
人
間
」
は
、
地
上
の
創
造
物
の
中
で
、
多
種
多
様
の
表
情
と
性
格
を
具
備
し
た
、
複
雑
で
怪
奇
な
実
態
で
あ
る
。
こ
の
人
間
た
ち

が
、
ひ
と
つ
の
「
集
合
体
」
(
〉
凹
8
B
E白
ぬ
叩
)

を
形
成
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
、
社
会
と
か
文
化
と
か
、
国
家
と
か
文
明
と
か
と
い
っ
た
「
構
成
体
(
組
織
と

(
O
H
m
s
w
旦
oと
と
も
な
れ
ば
、
実
態
の
把
握
は
困

難
を
極
め
る
。

我
々
は
、
人
間
本
体
に
介
在
す
る
諸
現
象
と
し
て
の
生
理
的
・
心
理
的
作
用
に
よ
っ
て
、
複
雑
怪
奇
な
実
態
の
把
握
を
行
な
っ
て
き
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
本
と
な
る
杷
握
の
仕
方
が
、
生
科
常
的
(
回
の
も
宮
山
口
出
]
)
方
法
と
心
理
学
的
(
M
M
印
有
宮
]
。
包
門
出
]
〉
方
法
で
あ
る
。

そ
の
成
果
の
一
般
的
概
念
と
し
て
、
前
者
に
は
「
機
能
」

Q
g
n
t
oロ
)
の
問
題
が
、
後
者
に
は
「
性
格
」

2
E
5
2
2日間
t
n〉
の
問
題
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
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前
記
の
種
々
な
る
集
合
体
に
関
し
て
も
、
こ
の
二
大
指
標
に
よ
っ
て
、

よ
り
明
確
な
る
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

つ
ま
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り
、
人
間
の
知
覚
作
用
も
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
発
達
し
て
ゆ
く
。
「
知
覚
」

(HEm--2C
の
対
象
物
(
。

zonc
は
、
全
て
人
間
の

共
有
す
る
物
質
的
な
い
し
は
物
性
的
な
る
主
題

3
z
Z
E
C
に
昇
華
さ
れ
、
人
間
固
有
の
貴
重
な
る
「
所
産
(
所
有
物
)
」

2
5宮
ユ
己

と
し
て
享
受
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
対
象
物
は
、
単
に
人
間
本
体
に
止
ま
ら
ず
、
生
態
系

Q
8
4由
同
町
田
)

を
呈
す
る
全
て
の
物
質
に
お
い
て
知
覚
さ
れ
る
。
我
々
は

こ
の
対
象
物
に
対
し
二
大
指
標
に
従
い
「
認
知
」

9
2
2宮
古
と
し
、
「
表
象
」

(
開
何
回
V
H
m
w
白色
C
ロ)

す
る
に
至
っ
て
、
主
題
化
し
実
質
的

機
能
と
性
格
を
付
与
し
た
。
こ
う
し
た
人
間
の
認
知
に
始
ま
り
表
象
に
終
わ
る
知
覚
(
心
意
)
作
用
は
、
対
象
物
の
中
心
に
存
在
す
る
人

聞
に
と
っ
て
は
、
対
象
物
の
存
在
す
る
「
場
」

(
E
R⑦
た
る
「
環
境
」
(
肘
ロ
1
5ロヨ

g。
の
在
り
方
に
起
因
す
る
と
い
え
よ
う
。

ピコ

ま
り
、
人
聞
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
そ
の
構
成
要
素
た
る
「
景
観
」
(
戸
田
口
仏
国
n
a
m
)

の
在
り
方
に
よ
っ
て
知
覚
の
対
象
物
(
1
〉
と
な
り
得

る
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
生
態
系
を
有
す
る
景
観
を
自
然
的
な
い
し
は
人
文
的
な
る
物
質
を
対
象
と
し
て
知
覚
し
て
き
た
。
空
間
の
中
に
存
在
す
る
人

聞
は
、
か
く
在
る
か
、

か
く
在
る
べ
き
か
と
い
っ
た
主
題
と
し
て
、
「
空
間
意
識
」

(ω
匂
阻
止
乱
。
。
ロ
2
F
0
5
5
8
)
を
高
揚
さ
せ
て
い
っ

た
。
つ
ま
り
、
人
間
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
そ
の
構
成
要
素
た
る
「
景
観
構
成
」

(
F
g
r
g宮
わ
C
ロ
民
自
己
目
。
ロ
)

に
よ
っ
て
対
象
物
と

な
り
え
、
そ
れ
が
延
て
は
「
空
間
意
識
」
を
左
右
さ
せ
る
に
至
っ
て
、

い
わ
ば
両
者
の
「
対
応
関
係
」
(
わ
。
ロ

g
匂

srzm)
に
よ
っ
て

所
有
物
と
な
り
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
地
に
よ
り
、
古
代
文
明
を
支
え
た
人
々
の
空
間
意
識
の
持
ち
方
を
、
こ
こ
で
は
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
を
提
示
し
、
そ
れ
を
基

に
古
代
文
明
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
事
例
と
し
て
、

四
大
文
明
の
中
で
よ
り
空
間
的
な
い
し
は
時
間
的
ス
ケ
l

ル
に
則
し
て
分
析
で
き
る
「
エ
ジ
プ
ト
」
を
取
り
上
げ
、
古
代
文
明
理
解
に
対
す
る
新
見
地
を
図
示
し
て
ゆ
き
た
い
。



空
間
意
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

付

人
間
の
空
間
意
識
の
持
ち
方

環
境
と
い
う
空
間
概
念
は
、
そ
の
実
態

(ω
ロゲ

agno〉
と
そ
の
性
格
を
見
極
め
る
と
い
う
知
覚
作
用
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

知
覚
さ
れ
る
対
象
物
は
、
そ
の
構
成
物
た
る
景
観
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
現
象

Q
Z
g
g
g
$
で
あ
る
。
諸
現
象
に

は
、
行
為
(
K
M
2
守
口
〉
の
差
と
し
て
、
自
然
的
な
る
物
と
人
文
的
な
る
物
と
が
あ
る
。
こ
の
諸
現
象
が
、
人
間
の
空
聞
に
対
す
る
認
知
作

用
を
刺
激
し
、
そ
の
中
か
ら
我
々
は
景
観
の
構
成
と
機
能
を
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
空
間
認
知
に
対
す
る
対
物
レ

ン
ズ
で
あ
り
、
実
質
的
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
で
も
あ
る
訳
で
あ
る
。

認
知
さ
れ
た
景
観
は
、
人
間
の
知
覚
の
中
に
現
象
の
構
成
・
機
能
を
意
義
づ
け

(ω
侃
己

p
g
n巾
)
、
普
遍
性

(
d
E
4
m
g己

ε)
お
よ

び
永
久
性
(
司
R
B
E
E
n巾
〉
を
有
す
る
物
質
と
し
て
認
知
作
用
を
高
揚
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、
我
々
は
そ
の
要
約

3
ロ
B
B
R己
と
し

て
象
徴
化

(ω
可

gz-百
回
〉
を
し
、
物
質
は
物
性
を
介
し
て
認
知
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
構
成
要
素
と
普
遍
性
と
物
質
感
と
に
よ
り
、
規

範
性

(
ω
S
E
R
e
が
認
知
さ
れ
、
機
能
因
子
と
永
久
性
と
物
性
感
と
に
よ
り
、
法
則
性
(
甲
山
ロ
ロ
目
立
町
〉
が
認
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
規
範
性
と
法
則
性
の
両
面
か
ら
知
覚
作
用
の
結
果
と
し
て
、
意
訳
さ
れ
た

(
E
z
z
g
m
m
e、
表
象
さ
れ
た
、
物
質
(
宮
守

お
円
〉
と
物
性
(
冨
吉
岡
山
〉
に
関
す
る
空
間
意
識
を
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
が
、

い
わ
ゆ
る
空
間
表
象
の
接
眼
レ
ン
ズ
で
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
訳
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
こ
に
「
文
化
」
(
の
己
Z
Z〉
と
「
哲
学
」
(
】
UE-og同
uruo
と
の
創
造
物
を
表
象
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
表
象
空
聞
は
、

か
か
る
規
範
性
と
法
則
性
の
権
化
そ
の
も
の
で
あ
る
。
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文
化
や
哲
学
は
、
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
、
我
々
人
聞
が
相
互
に
保
有
す
る
所
有
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
我
々
の
構
成
す
る
思
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想
の
主
題
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
主
題
を
我
々
自
身
が
容
易
に
所
有
で
き
る
か
否
か
で
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り

得
る
か
否
か
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
共
有
さ
れ
る
主
題
は
、
同
一
性

(
E
g
t
q〉
を
呈
し
、
同
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
快
適
性

(
K
F
5
8
5
)
が
我
々
に
保
有
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
識
形
態
は
、
と
り
も
直
さ
ず
「
環
境
の
景
観
構
成
」
と
「
人
間
行
動
の
空
間
認
知
」
と
の
対
応
関
係
に
求
め
ら
れ
る
。
両

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

者
間
の
影
響
(
『
出

5
2
0〉
に
よ
っ
て
、

よ
り
高
次
な
空
間
意
識
が
昇
華
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
上
記
の
対
応
関
係
に
お
い

て
、
正

(MV254叩
〉
対
応
は
、
社
会
的
享
受
に
よ
り
「
文
明
」
(
h
F
i
-
-
N
注
目
。
ロ
〉

と
な
り
、
負

(
Z唱
え
Z
m〉
一
対
応
は
、
延
て
は
「
崩

壊
」
(
の
三
曲
目
可
0
1
5〉
と
な
る
訳
で
あ
る
。
社
会
的
な
る
享
受
(
何
ロ
』
0司
自
由
呈
)
は
、

い
わ
ゆ
る
「
民
族
」
(
寸
巳
ゲ
白
〉
の
聞
に
か
わ
さ
れ

る
「
文
化
伝
播
」

(
h
o
B
E
E
-
S
H
Bロ
と
理
解
し
た
い
〉
で
あ
り
、
こ
の
関
係
が
正
常
化
す
れ
ば
、
民
族
同
志
は
集
合
体
と
し
て
機
能
す
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
聞
の
空
間
意
識
の
た
め
の
「
範
例
」

Q
R邑
釘
宮
)
は
、
図
1
の
如
く
で
あ
り
、
筆
者
独
自
の
試
論
で
あ
る
。

。
人
間
社
会
に
お
け
る
空
間
意
識

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
認
知
さ
れ
表
象
さ
れ
る
環
境
が
、
如
何
に
人
間
本
体
に
享
受
さ
れ
る
の
か
で
あ
る
。
こ
の
命
題
は
、
人
間
個

人
を
対
象
と
す
る
場
合
と
集
合
体
を
対
象
と
す
る
場
合
と
で
は
、
自
ら
軌
を
一
に
す
る
訳
に
は
行
か
な
い
。
個
人
を
対
象
と
す
る
場
合

は
、
総
じ
て
人
聞
の
生
態
的
分
析
で
事
足
り
る
が
、
集
団
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
個
人
・
集
団
聞
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

介
し
た
「
動
態
」

(
U
U
B回
目
芯
)
と
し
て
理
解
し
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
行
動
(
切
各
2
-
o
g吋
〉
の
パ
タ
ー
ン
を
類
型
化
ハ
吋
可
匂
OHom
巴

す

る
必
要
が
あ
る
。

社
会
組
織

3
2
E
ωU『
印
丹
冊
目
)

に
お
け
る
、
人
聞
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
研
究
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
か
な
り
の
報
告
が
な
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さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
空
間
意
識
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
は
、

レ
ヴ
ィ

H

ス
ト
ロ
ー
ス
宏
之
の

-
2内回目

F
2
r
g
E
g
g〉
の
研
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究
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
彼
は
「
野
生
の
思
考
」
窃
白

gmo
冨
吉
⑦
と
「
慣
習
化
さ
れ
た
思
考
」
〈
口
。

g
g
H
W同
仲
間
仏
富
山
邑
)
を
挙
げ
、

人
間
の
知
覚
作
用
や
行
動
作
用
の
中
に
、
自
然
現
象
に
依
拠
す
る
(
回
our官
庁
内
凶
-
)
思
考
と
社
会
・
文
化
現
象
に
依
拠
す
る

-
3
2弓

。己
E
E
C
思
考
の
存
在
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
パ
シ
ュ
ラ
I
ル
(
の
曲
目
窓
口
回
目
nr冊
目
白
丘
)
は
、

レ
ヴ
ィ
日
ス
ト
ロ
ー

ス
の
野
生
の
思
考
を
「
夢
想
」
(
列

2
0丘
四
)
と
捉
え
て
、
諸
現
象
が
対
応
す
る
と
し
、
慣
習
化
さ
れ
た
思
考
を
「
科
学
」
(
伊
5
5
$
と

捉
え
て
、
連
関
(
関
係
〉
が
対
応
す
る
と
し
た
。
ア
ル
チ
ュ
セ

1
ル

(
戸
。
己
目
印
〉
F
H
M
5
8
6

は
、
無
想
を
観
念

(Eg-o句
)
に
、
諸

現
象
を
形
状
(
〉
苫
m
R
g
n
o〉
に
、
連
関
を
構
造
(
盟
E
n
E
B
)
と
知
見
を
異
に
し
て
い
る
。

空
間
の
認
知
、
こ
と
に
社
会
そ
の
物
を
対
象
と
す
る
場
合
、
空
間
概
念
は
人
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
介
し
た
、

い
わ
ゆ
る
景
観
と
し
て

の
個
人
間
の
諸
現
象
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
人
間
聞
の
諾
現
象
は
、
基
本
的
に
は
自
然
(
生
科
学
)
的
な
物
で
あ
り
、
や
が
て
社

会
・
文
化
的
な
発
展
を
と
げ
る
。
こ
の
人
間
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
っ
て
立
つ
人
間
関
係
(
出
ロ

g
g
同
四
百
芯
自
〉
が
、
人

聞
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
し
て
有
機
的
に
結
合
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
種
々
の
景
観
構
成
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
象
し
た
物
が
社

会
構
造
と
な
る
訳
で
あ
る
。

社
会
構
造
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
諸
現
象
の
本
質
に
対
し
て
、
諸
説
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
。

へ
1
ゲ
ル
と
マ
ル
ク

ス
の
空
間
意
識
の
相
違
は
、
そ
の
後
の
諸
説
に
大
な
る
影
響
を
与
え
た
。
パ
l
ソ
ン
ズ
(
吋
包
8
2
3
H
8
5
)
の
い
う
、
「
適
応
」
(
K

広
告
目

ー
ル
・
ア
テ
イ

γ
メ
ソ
ト

ν
イ
テ

γν
イ

イ

γ
テ
グ

ν
イ
シ
ヨ

γ

仲
田
氏
。
ロ
)
の
体
系
は
、
目
標
達
成
・
潜
在
意
識
・
意
識
集
成
と
適
応
の
四
指
標
の
総
体
で
、
社
会
構
造
の
根
幹
を
支
え
る
概
念
で
あ

へ
イ
エ
ル
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
(
吋
。
ロ
芯
口
出
品
符
一
2
2
5ロ
仏
)
の
い
う
「
統
合
性
」

(
P♀
2
Z
)

ア
イ
ソ
ト
ロ
ピ
ッ
ク
ヨ

γ
ス
ト

ν

タ

パ

ー

ス

ア

γ
ド

F
E
ナ

γλ

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
個
人
間
の
関
係
が
等
方
性
と
抑
性
と
通
過
・
領
有
性
の
三
類
型
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
と
し
た
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
適
応
体
系
の
進
展

こ
う
し
た
へ

l
ゲ
ル
の
「
市
民
社
会
」

(C4巳
ωon-2己
に
依
拠
す
る
諸
説
に
対
し
、

マ
ル
ク
ス
の
二
大
社
会
構
造

Q
ロ骨
B
R
E
E
B



田
口
円
四

ωロ
]MR注
目
2
5
m
)
に
依
拠
す
る
諸
説
が
出
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ

l
ル
は
、
観
念
水
準
は
経
済
水
準
か
ら
政
治
水
準

ド
ミ
ナ
ソ
ス

に
至
り
昇
華
す
る
物
で
あ
っ
て
、
社
会
構
造
は
水
準

P
2四
日
)
の
優
位
性
に
お
い
て
認
知
さ
れ
表
象
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
考
え
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
グ
レ
ゴ
リ
l
ハ3
)

(

口
町
耳
目
向
。
5
∞o弓
)
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
精
神
構
造
水
準
に
よ
っ
て
空
間
図
式
を
表
象
し
、
社

会
構
造
水
準
に
よ
っ
て
空
間
構
造
を
表
象
し
、
経
験
水
準
に
よ
っ
て
社
会
交
替
の
空
間
模
式
を
表
象
す
る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
空
間
構

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

造
は
抑
圧
性
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
社
会
交
替
す
る
と
し
、
空
間
構
造
を
通
過
し
て
理
解
容
易
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
新
た
な
る
空
間
図
式

を
表
象
す
る
と
し
た
。

つ
ま
り
空
間
図
式
を
論
議
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
社
会
構
造
と
社
会
交
替
の
空
間
模
式
を
も
っ
て
理
解
で
き
る
訳

で
、
水
準
の
変
革
は
、
逆
も
ま
た
真
な
り
と
い
っ
た
画
期
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
考
案
し
た
。

Z

ソ

ピ

リ

ス

ト

ョ

νタ
テ
イ
ヴ
イ
ス
ト

認
知
さ
れ
る
空
間
と
し
て
の
社
会
は
、
経
験
論
者
に
と
っ
て
は
社
会
交
替
の
空
間
図
式
と
、
集
散
主
義
者
に
と
っ
て
は
社
会
構
造
と
、

腕
記
説
中
説
者
に
と
っ
て
は
空
間
図
式
と
し
て
理
解
さ
れ
、
レ
ヴ
ィ
N

ス
ト
ロ
ー
ス
は
各
々
に
、

]Hm-gdJロN
N
F

・2
5
a
m
r阻
止
・
虫
色
5
自
由
'

片
付
正
同
O
H
自
己
目
白
を
そ
の
表
象
形
態
に
あ
て
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
間
の
空
間
意
識
は
、
社
会
構
造
に
お
い
て
機
能
す
る
に
は
、
雑

然
と
し
た
経
験
を
通
じ
て
整
然
と
し
た
形
式
を
所
有
す
る
こ
と
と
、
そ
の
反
対
に
社
会
図
式
も
整
然
と
し
た
も
の
か
ら
、
変
革
し
つ
つ
社

会
交
替
を
も
必
要
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
パ

1
ソ
ン
ズ
や
ア
ル
チ
ュ
セ
l
ル
や
へ
イ
エ
ル
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
の
考
え
も
、
グ
レ
ゴ
リ
l

の
よ
う
な
視
点
の
差
異
に
よ
り
、
何
か
別
の
空
間
意
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
構
成
さ
れ
れ
ば
、
社
会
に
お
け
る
認
知
|
表
象
体
系
が
完
結
す

る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

社
会
構
造
は
、

い
わ
ば
個
人
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
個
人
の
目
に
映
写
さ
れ
る
社
会
図
式
と
、
そ
の
外
よ

り
観
察
す
る
個
人
の
自
に
映
写
さ
れ
る
社
会
図
式
の
聞
に
お
い
て
、
自
ら
別
個
の
形
態
を
呈
す
る
。
我
々
は
、
複
雑
な
る
社
会
の
実
態
を

45 

知
る
に
は
、
社
会
内
の
何
を
対
象
に
す
る
の
か
、
論
議
の
先
に
何
を
知
ろ
う
と
す
る
の
か
、
社
会
が
人
聞
に
と
っ
て
刊
を
価
値
と
し
て
い
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る
の
か
、
と
い
っ
た
可
視
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
構
築
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

同

研
究
者
に
お
り
る
空
間
意
識

研
究
者
に
お
け
る
「
知
識
」
(
関
口
O
邑
色
ぬ
巾
〉
の
形
成
は
、
そ
の
行
為

(
k
r
2
F
C
ロ
)
と
経
験
(
肘
凶
匂

R-gn叩
)
が
、
変
形
し
か
っ
内
包

し
つ
つ
超
越
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
の
は
、
グ
ラ
ネ
l
〈

4
)
(
O
F
1
0
2ロ
凡
乙
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
環
境
に
対
し
、

現
実
環
境
か
ら
認
識
環
境
に
至
る
自
然
界
と
、
認
識
環
境
か
ら
認
知
環
境
に
至
る
人
間
界
を
位
置
づ
け
た
。
行
為
は
自
然
界
と
の
回
帰
を
、

経
験
は
人
間
界
と
の
回
帰
を
表
象
し
、
知
識
は
両
界
の
境
界
た
る
認
識
環
境
に
回
帰
す
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
過
去
↓
現
在
↓
未
来
の
時

間
的
変
化
に
お
い
て
、
行
為
と
経
験
に
よ
っ
て
調
査
手
段
を
構
成
し
、
そ
れ
が
知
識
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
科
学
的
手
段
を
構
成
し
、
そ

の
結
果
、
研
究
者
は
調
査
方
法
と
科
学
理
論
を
入
手
す
る
。
そ
う
し
て
、
行
為
(
経
験
も
含
む
)
は
知
識
を
変
形
さ
せ
、
知
識
は
独
自
の

ヴ
エ
ル
ト
ピ
ル
ト

世
界
観
を
構
築
し
、

一
方
で
は
歴
史
学
者
の
白
を
、
他
方
で
は
計
画
者
(
未
来
学
者
〉
の
目
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
社
会

構
造
の
理
解
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
を
さ
ら
に
具
体
化
さ
せ
た
の
が
、
ブ
ッ
テ
ィ
メ
l
(
5
)
(
〉
ロ
ロ
品
切
三
吾
出
品
る
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
は
省
略
す
る

が
、
彼
は
「
生
活
の
分
野
」
(
の

B
H
g
p
〈
ぽ
〉
と
し
て
、
生
物
界
と
人
間
界
と
の
聞
に
、
生
活
経
験
か
ら
知
識
に
至
る
各
プ
ロ
セ
ス
を

考
案
し
、
技
術
的
・
社
会
的
領
域
(
吋
R
rロ
0・8
口町

04rmH目
〉
に
お
い
て
各
々
志
向
す
る
研
究
が
成
立
す
る
と
し
た
。

フ

ア

タ

ツ

ヴ

ア

リ

ユ

「
現
象
環
境
」
の
中
か
ら
「
行
動
環
境
」
に
重
点
を
置
き
、
真
実
と
価
値
を
見
出
し
た
の
は
カ
l
クハ
6

之
君
・
同
町
ご

こ
れ
に
対
し
、

で
あ
っ
た
。
自
然
的
真
実
の
世
界
か
ら
人
間
行
動
が
社
会
的
真
実
の
世
界
を
通
じ
て
、
人
間
社
会
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
と
し
、
諸
現
象

は
人
間
行
動
の
対
象
と
な
り
得
た
際
に
価
値
を
持
っ
て
表
象
さ
れ
主
題
化
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
価
値
に
関
す
る
問
題
は
、
人
間
行
動
が

自
然
環
境
に
対
し
て
制
約
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
領
域
は
限
定
さ
れ
る
訳
で
、
反
対
に
社
会
環
境
に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ



ン
を
介
し
て
全
て
の
領
域
に
無
限
に
適
応
さ
れ
、
両
者
の
異
な
る
性
格
に
よ
る
の
で
あ
る
。

帥

本
報
告
に
お
け
る
有
効
パ
ラ
ダ
イ
ム

以
上
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
最
近
と
く
に
歴
史
・
考
古
地
理
学
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
る
ブ
ッ
ツ
ア

l
(
7
)
(
間
同
ユ
司
・
切
口
仲
間
同
)

主
コ
シ
ス
テ
ム

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
(
図
2
〉
を
紹
介
し
、
全
体
を
総
括
し
て
み
た
い
。
彼
は
、
社
会
構
造
は
十
分
に
認
知
で
き
る
生
態
系
で
あ
り
、
そ
の
最

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

高
価
値
と
し
て
「
適
応
体
系
」

3
3
g
g
え
〉
仏

4
g
z
oロ〉

で
あ
る
と
し
た
。
社
会
構
造
は
変
革
に
よ
り
決
定
さ
れ
)
外
的
な
い
し
は

内
的
要
因
に
よ
り
構
成
(
の
O
B
M
5
5
E
)
さ
れ
る
と
し
た
。
外
的
要
因
に
は
、
正
な
る
物
と
し
て
生
科
学
的
諸
現
象
、
負
な
る
物
と
し
て

社
会
・
文
化
的
諸
現
象
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
内
的
要
因
に
は
、
正
な
る
発
展
的
現
象
と
負
な
る
変
革
的
現
象
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ

の
四
大
指
標
に
よ
っ
て
、
社
会
構
造
の
現
象
的
下
部
構
造

q
E
g
g
s包
F
T
E
E
2
5巾
)
が
認
知
さ
れ
る
。

構
成
さ
れ
た
社
会
構
造
は
、
資
源
を
通
じ
て
可
能
性
を
持
ち
変
形
さ
れ
、
技
術
を
通
じ
て
可
変
性
を
持
ち
修
正
さ
れ
、
社
会
を
通
じ
て

制
約
性
を
持
ち
規
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
資
源
は
正
、
社
会
は
負
の
要
因
と
な
り
技
術
は
中
間
的
要
因
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
を
さ
ら
に
昇

華
し
た
も
の
が
、
社
会
構
造
の
観
念
的
上
部
構
造

(Eg-mFS-ω
石ゆ
E
5
5
5
5
)
た
る
「
適
応
体
系
」
で
あ
る
。

リ

I
チハ
8

)

(

何
仏
ヨ
ロ
ロ
円
四
F
E
n
-
H
〉
の
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
は
、
上
記
の
単
一
な
る
社
会
の
分
析
で
は
な
く
、
互
い
に
相
接

す
る
社
会
に
お
い
て
、
各
々
を
比
較
研
究
す
る
上
で
有
効
な
る
方
法
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
、

A
と
非
A
の
両
空
間
に
お
い
て
、
〉
コ

〉
な
る
「
陵
昧
な
空
間
」
、
「
隔
絶
さ
れ
た
領
域
」
、
「
神
聖
な
る
領
域
」
、
「
禁
思
の
主
題
」
、
「
儀
礼
の
場
所
」
は
、
互
い
の
空
間
意
識
の
対

ト
ポ
ス

象
と
し
て
、
認
知
さ
れ
表
象
さ
れ
る
「
文
化
伝
播
」
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
場
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
理
解
の
上
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
成
立
過
程
を
、
空
間
意
識
の
昇
華
に
伴
な
う
社
会
構
造
に
求
め
、
人
間
の
行
動
と
心

47 

意
現
象
を
中
心
に
動
態
的
に
理
解
す
る
方
法
を
こ
こ
で
は
見
て
行
き
た
い
。
こ
の
知
的
官
険
も
、
決
し
て
傍
若
無
人
な
研
究
方
法
で
は
な
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い
と
知
見
す
る
も
の
で
あ
る
。

古
代
文
明
理
解
の
新
見
地

付

空
間
意
識
と
社
会
発
展
の
相
関

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

人
、
聞
が
自
然
環
境
か
ら
出
現
し
た
以
上
、
人
聞
は
自
然
現
象
を
ど
の
様
に
認
知
し
た
の
で
あ
る
か
が
最
初
に
論
じ
ら
れ
よ
う
。

一
般
的

解
釈
主
し
て
、
自
然
景
観
の
構
成
の
実
態
を
、
そ
の
機
能
と
性
格
に
お
い
て
理
解
し
、
そ
れ
が
人
聞
に
対
し
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
が
次
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
人
聞
が
如
何
に
知
覚
し
、
理
解
を
示
す
の
か
、

つ
ま
り
自
然
景
観
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

た
る
暗
黙
の
会
話
に
お
い
て
、
人
聞
の
表
象
形
態
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
命
題
を
解
く
鍵
は
、
人
聞
は
地
上
で
空
気
中
で
生
存
し
-
な
け
れ
ば
一
な
ら
な
い
宿
命
を
帯
び
る
こ
と
で
あ
る
。
生
活
環
境
と
し
て
の

空
間
認
知
の
対
象
は
、
自
然
景
観
と
し
て
の
「
地
形
」

9
8
t
2
5
)
と
「
気
候
μ

色
町
自
民
ゆ
)
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
景
観
構
成
の
会

話
は
、
我
々
に
司
会
物
」
を
表
象
し
て
く
れ
る
。

ζ

の
対
象
物
の
認
知
こ
そ
、
「
生
川
現
実
お
よ
び
非
認
知
u
無
知
な
る
環
境
」

。凶g-

同邑

Z
S
'官同
haz仏
H
W
H
H
4
5
ロ
g
mロ
け
)
!
か
ら
、
人
間
独
自
の
空
間
意
識
を
保
i

有
す
る
第
一
歩
で
あ
る
。

食
物
-
獲
得
の
対
象
と
じ
て
、
人
聞
は
「
水
」
の
存
在
を
認
知
す
る
。
水
の
所
在
は
↓
植
物
」
の
生
育
を
促
が
し
、

「
植
生
」
(
〈
布
巾
神
田
a

件
窓
口

ν
と

L
て
そ
の
集
合
体
た
る
「
群
落
]
門
担
。

E
)
を
形
成
さ
せ
た
。
群
落
は
、
我
'
々
人
聞
を
含
め
た
「
動
物
」
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ

て
来
る
日
。
動
物
は
ι
食
物
の
対
象
と
し
て
あ
る
種
の
群
落
を
選
択
し
集
合
す
る
。
そ
し
て
、

Q
2
5
)
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
ゆ
く
。
人
聞
は
h

「
食
物
連
鎖
」
の
最
高
位
に
立
脚
す
る
訳
で
、
食
物
獲
得
の
対
象
と
し

一
つ
の
群
落
は
あ
る
種
の
動
物
の
集
合
体
た

る
「
群
系
」

1-!i! 

て
、
群
落
や
群
系
と
い
っ
た
景
観
構
成
を
認
知
し
‘
そ
れ
に
よ
っ
て
独
自
の
「
食
文
化
」
を
表
象
す
る
訳
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
根
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幹
と
し
て
「
衣
」
の
文
化
、
「
住
」
の
文
化
を
発
達
さ
せ
、
等
質
な
る
「
文
化
景
観
」
(
の
己
E
E
-
-
k
g仏
汚
名
伺
〉
を
表
象
す
る
集
合
体

ト

ラ

イ

プ

ν

l

ス

が
い
わ
ゆ
る
「
民
族
」
や
「
人
種
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
認
知
環
境
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
す
)
。

形
成
さ
れ
た
人
間
の
集
合
体
は
、
人
間
相
互
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
人
間
以
外
の
自
然
界
た
る
生
命
体
の
動
植
物
に
対
し
て
共

有
関
係
を
認
知
す
る
。
こ
の
自
然
現
象
の
中
か
ら
、
規
範
性
と
法
則
性
を
知
覚
し
、
人
間
集
団
(
川
社
会
)
内
に
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
し
て

我
々
は
表
象
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

krEBF由
自
か
ら
発
生
す
る
吋
2
2
H
F曲
目
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一
つ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
共
有
し
た
民
族
は
、
他
の
そ
れ
を
共
有
す
る
民
族
に
対
し
認
知
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
行
動
パ
タ
ー
ン

は
、
し
ば
し
ば
対
時
し
衝
突
す
る
現
象
を
表
象
す
る
。
こ
れ
が
ブ
ッ
ツ
ア
l
の
い
う
負
な
る
「
社
会
・
文
化
的
変
革
」
で
あ
り
、
外
的
要

因
と
し
て
「
適
応
体
系
」
の
中
に
認
知
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
「
自
生

(

H

自
〉
文
化
」

(
Z主
語
。
己
Z
E
〉
と
「
外
来

(
u
異〉

文
化
」
(
明
OHamロ
の
z
-
Z
B
)
と
の
融
合
し
た
空
間
意
識
と
し
て
の
「
文
化
的
複
合
」
(
の
己
E
Eご
U
O
B匂
-2〉
が
表
象
さ
れ
て
ゆ
く
。

こ
れ
が
、

い
わ
ゆ
る

ω
E
B白
山
田
自
の
対
象
で
あ
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
交
流
す
る
場
の
成
立
が
見
ら
れ
る
ハ
自
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
空
間
認
知
の
対
象
と
し
て
の
景
観
構
成
(
ロ
ー
マ
数
字
)
と
、
空
間
表
象
の
結
果
と
し
て
の
人
聞
の
行
動
パ
タ
ー
ン
(
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
)
を
、

「
見
地
」

(ωgm巾
)
に
従
い
整
理
し
て
ゆ
き
た
い
。

-H地
理
的
特
性
(
の
目
。
唱
名
E
R
L
明町田
E
同冊目〉

A
口
人
聞
の
生
活
環
境
(
出
口

5
2
ピ
己
認
肘

5
5ロ
B
g
c

モー
E
H
気
候
的
条
件

((UEB同
片
付
。
。
ロ
円
四
昨
日
0
ロ
)

B
H
基
礎
的
生
活
条
件
(
回
同
白
山
口

F
Z
E
m
。
。
ロ
仏
在
。
ロ
)



時一
買
い
植
生
的
条
件
(
〈
mm
己
主
4
刊
の
。
ロ
門
E
oロ
)

C
H
主
体
的
生
活
条
件
(
冨
白
山
口

F
Z
E
m
n
o邑
E
。
ロ
)

モー

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

百
円
人
間
の
居
住
(
出
口
B
S
F
E
E
S
E〉

D
H
安
定
的
生
活
条
件

3
S
E巾

F
Z
Z
m
円

U
O
E
E
oロ
)

モー
V
H
地
域
的
愛
着
性
(
同
州
諸
芯
ロ
己
〉
時
四

nzg〉

Eυ
人
間
の
精
神
生
活
(
出
z
s
s
z
g
E
F
Z
g
m〉

+ー
百
日
文
化
的
組
織
形
成
(
の
己
E
己
主
明
日
B
同氏。ロ〉

F
H
人
聞
の
多
様
生
活
(
国
ロ
B
g
〈
日
目
。
5
F
Z
E
m
)

毛ー
四
日
古
代
文
明
の
成
立
一
〈
〉
口
口
広
三

(Uz---NEoロ
)

G
H
人
間
の
文
化
生
活
(
出
口
B
S
の
己
Z
E
-
F
Z
E
m
)

以
上
、
七
つ
の
ス
テ
ー
ジ
の
昇
華
に
よ
っ
て
、
人
間
の
空
間
意
識
が
社
会
発
展
に
伴
な
い
変
化
す
る
こ
と
を
見
て
き
た
訳
で
あ
る
。
こ
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の
相
関
関
係
は
、
空
間
的
な
る
「
意
識
軸
」
(
〉
比
o
o
h
の
O
ロ田口目。戸田口
2
6
と
時
間
的
な
る
「
昇
華
軸
」
(
〉
洲
町
え

ω
G
E
E
-
3・
)
と
の
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両
側
面
に
よ
っ
て
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
方
法
を
基
に
、

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
」
を
よ
り
具
体
的
に
み
て
ゆ
き
た
い
。

。
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
成
立
の
時
空
軸

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
理
解
は
、
空
間
意
識
と
社
会
発
展
の
因
果
関
係
を
我
々
が
要
約
す
れ
ば
、

か
か
る
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
機
能
と

性
格
を
そ
こ
に
提
示
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
空
間
的
意
識
軸
と
時
間
的
昇
華
軸
と
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
た
古
代
文
明
は
、
遠
く

空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
隔
絶
さ
れ
た
我
々
に
も
容
易
に
具
体
的
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

」
こ
で
は
、

一
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
示
し
、
そ
の
理
解
の
方
法
を
図
3
に
よ
っ
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

「
生
で
非
認
知
な
る
環
境
」
か
ら
「
地
理
的
特
性
」
を
認
知
し
、
そ
の
景
観
構
成
か
ら
「
人
間
の
生
活
環
境
」
を
表
象
し

ヨ

γ
テ

イ

ネ

ソ

ト

オ

ー

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
人
聞
に
と
っ
て
の
「
地
図
」
は
、
古
代
に
お
い
て
エ
ジ
プ
ト
の
環
境
を
、
「
大
陸
」
と
「
海

洋
」
と
「
大
気
」
と
い
っ
た
景
観
構
成
と
表
象
し
て
い
た
。
大
陸
は
「
山
陵
」

古
代
人
は
、

(
ア
ラ
ビ
ア
語
ニ
U
岳
町
ワ
を
通
じ
「
静
止
景
観
」

(
ω
g
t
oロ
国
号
「
〉
と
し
て
認
知
さ
れ
、
海
洋
は
「
河
川
」

(
同
日
毛
色
。
を
通
じ
「
流
動
景
観
」

(EO同片山口
m
F
・
〉
と
し
て
認
知
さ
れ

る
。
両
者
に
介
在
す
る
「
大
気
」
は
両
景
観
を
呈
す
る
た
め
「
平
衡
景
観
」
(
切
回

-
8
2仏
「
〉
と
し
て
認
知
さ
れ
る
。

こ
の
三
大
景
観
構
成
は
、
基
本
的
に
は
人
間
の
空
間
意
識
と
な
り
、
自
然
(
日
生
科
学
〉
的
現
象
を
呈
す
環
境
と
な
る
。
河
川
は
、
生

活
空
間
に
お
い
て
は
「
孤
立
景
観
」

Q
g
E包
「
)
と
な
り
中
心
酌
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ
、
丘
陵
は
「
囲
穣
景
観
」

(ω
ロロ

0
5岳ロ
m

F
・
〉
と
な
り
縁
辺
肱
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ
る
。
大
気
は
「
介
在
景
観
」
(
∞
巾
件
当

m
g
F
)
と
し
て
、
自
然
環
境
の
中
で
は
最
も
変
化
を

タ

イ

ム

伴
な
う
時
間
的
存
在
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
る
。

「
気
候
的
条
件
」
を
認
知
し
た
人
聞
は
、

「
基
礎
的
生
活
条
件
」
を
表
象
す
る
。
気
温
差
に
よ
っ
て
生
じ
る
気
圧
は
「
風
」
の
発
生
を

促
し
、
発
生
源
に
お
い
て
は
乾
燥
(
〉
同
氏
〉
し
、
目
標
地
に
お
い
て
は
湿
潤
ハ
E
z
i
m
L〉
す
る
温
度
差
を
生
じ
さ
せ
る
。

一
般
的
に
大



陸
は
乾
燥
し
、
海
洋
は
湿
潤
す
る
が
、
む
し
ろ
風
は
そ
の
反
対
の
現
象
を
し
ば
し
ば
演
じ
る
。
総
じ
て
河
川
は
人
聞
を
含
め
た
生
物
を

「
定
着
化
」

3
2己
色
)
さ
せ
、
丘
陵
は
「
遷
移
化
」
(
冨
釘
E
Z
4
)
さ
せ
る
。
大
気
は
む
し
ろ
「
相
関
的
」
(
列
己
主

2
)
な
性
格
を
呈

す
る
と
い
え
る
。

「
植
生
的
条
件
」
が
認
知
さ
れ
れ
ば
、

「
主
体
的
生
活
条
件
」
が
表
象
さ
れ
る
。
丘
陵
は
「
不
毛
地
」

(
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
ニ
)
g
r
E

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

〔

F
S仏
〕
日
当

E
F
S仏
)
と
、
河
川
は
「
可
耕
地
」
(
両
日
開
巾

gm〔
F
8
5
H
〉
ロ
与

FFmwE)
と
景
観
構
成
を
表
象
す
る
。
人
聞
の
行

動
パ
タ
ー
ン
か
ら
す
れ
ば
、
丘
陵
は
流
動
的
性
格
を
、
河
川
は
静
止
的
性
格
を
呈
し
、
食
生
活
の
対
象
地
域
と
し
て
は
両
者
の
平
衡
す
る

「
核
心
地
」
(
出

E
E
s
e
を
形
成
す
る
。
人
々
の
交
流
と
し
て
は
、
気
候
条
件
か
ら
季
節
的
に
地
域
形
成
は
性
格
を
異
に
す
る

2
3

「
人
聞
の
居
住
」
の
た
め
の
環
境
が
認
知
さ
れ
る
と
、
人
聞
は
「
安
定
的
生
活
条
件
」
を
表
象
す
る
訳
で
、
こ
れ
が
「
集
落
」
(
宮
丘
町
目

5
2
C
で
あ
る
。
集
落
に
は
、
互
い
に
行
動
パ
タ
ー
ン
の
異
な
る
人
聞
の
集
合
体
た
る
「
民
族
」
が
共
存
す
る
訳
で
、
彼
等
は
そ
の
発

フ
オ

ν
ス

ト

ス

テ

ッ

プ

生
地
か
ら
移
動
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
ハ
ロ
ヨ
丘
陵
部
の
「
森
林
」
で
は
「
狩
猟
」

(
Z
E
E
-ロ
巴
が
、
「
草
原
」
で
は
「
遊
牧
」

(
Z。
目
中

ブ

ν
イ
γ

任
回
目
)
が
発
生
し
、
河
川
部
の
河
川
で
は
「
海
洋
(
航
海
)
」

(
Z
S広
三
宮
る
が
、
平
野
で
は

「
農
耕
」
(
〉
m
ュ2
-
E同
町
)
が
発
生
す

る
。
つ
ま
り
、
四
大
生
産
を
文
化
形
態
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
す
る
民
族
の
誕
生
で
あ
る
。

「
地
域
的
愛
着
性
」
は
発
生
し
た
各
民
族
の
各
々
が
、
そ
の
対
象
と
し
て
の
自
然
界
を
認
知
す
る
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
、

「
人
聞
の
精

(
己
自
己
)

神
生
活
」
を
表
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
丘
陵
部
も
河
川
部
も
人
聞
の
生
活
の
場
で
あ
る
訳
で
、
「
俗
」

な
る
空

聞
で
あ
り
、
核
心
地
た
る
集
落
白
〉
は
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
交
換
の
場
た
る
「
聖
」

(ω
宮

Be
な
る
空
間
で
あ
る
。
自
然
現
象

か
ら
す
れ
ば
、
「
超
越
」
(
、
吋
E
E〉
と
な
り
、
人
文
現
象
か
ら
す
れ
ば
、
「
習
合
」
(
冨
宵
Z
B
)
と
な
る
訳
で
、
総
じ
て
「
禁
忌
」
と

「
儀
礼
い
の
場

8
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
丘
陵
部
は
、
不
毛
地
と
し
て
「
あ
の
世
」
ハ

za件
当
日
E
)
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と
認
知
さ
れ
、

河
川
部
は
、
可
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耕
地
と
し
て
「
こ
の
世
」
(
叶
宮
田
署
2
5
)
と
認
知
さ
れ
た
。

空
間
意
識
と
し
て
の
。

aMち
と

E
関
弓
を
め
ぐ
っ
て

古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
空
間
意
識
時
、
古
代
人
が
使
用
し
て
い
た
「
言
語
」

9
8
m
g
m
m
)
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
に
理
解
で
き
る
。

オ
9
5
ゾ

イ

γ
テ

νタ
ト

そ

の

認

知

の

「

起

源

」

は

、

に

よ

っ

て

、

古

代

人

の

「

知

覚

形

態

」

か

ら

、

そ

の

「

表

意

文

字

」

同

「
絵
画
描
写
」

9
W
E
B
-者
吾
宮
巴

(
E
g
m
g自由
U

と
「
象
徴
化
」

(ω
可

Eg--臼
BV-を
醸
し
出
す
。

「
絵
画
的
意
味
L

(

句

5
0岡
山
色
一
宮

g
Eロ
巴
は
、
実
態
と
し
て
絶
対
的

-

4

発
展
的
な
表
象
と
し
て
宇
理
解
さ
れ
、
「
限
定
詞
」
角
)
2
R
B
Z主
F
4
8
U

は
、
性
格
と
し
て
普
通
的
・
総
称
的
な
表
象
と
し
て
理
解
さ
れ

る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
、

「
表
音
文
字
」
(
】

v
v
g
o
m
g
B印
〉
と
「
発
音
」

(POPEnEFOHHV
と
に
よ
り
表
象
さ
れ
、
立
日
の
意
味
を
保
有

ず
る
。
こ
う
し
て
、

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
言
語
の
「
記
号
」

(ω
釘
ロ
印
)

と
し
て
の
「
聖
刻
文
字
」
門
出
ぽ

g
mぞ
1M)
が
成
立
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
「
音
節
」

(Egg-u
が
、
単
↓
二
↓
一
一
一
音
節
主
表
記
さ
れ
れ
ば
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
的
な
も
の
か
ら
、
単
語
的
な
も
の

ヴ
オ

I
ウ

エ

ル

ヨ

γ
リ

1
ナ
ン
ト

と
な
り
、
母
音
と
子
音
か
ら
、
名
調
・
動
調
・
形
容
詞
等
が
表
象
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
。
表
記
に
よ
っ
て
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
描
写
す
る

空
間
意
識
が
表
象
さ
れ
、
形
態
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

ガ

l
デ
ィ
ナ
ー
ハ
日
〉

(kr-BM

同
・
。
阻
止
5
2〉

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
修
正
し
た
も
の
を
提
示
し
、
図
4
の
如
く
表
示
し
た
い
。

認
知
空
間
に
対
し
て
、
人
聞
は
正
な
る
対
応
と
し
て
「
生
」
(
ピ
町
内
)
と
、
負
な
る
対
応
と
し
て
「
死
」

(
口
町
三
rv
と
理
解
す
る
。
こ

の
二
つ
の
対
応
が
根
本
的
な
空
間
意
識
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
生
活
環
境
の
異
な
る
「
民
族
」
と
な
れ
ば
、
自
ら
異
な
っ
た
死
生
観
を

呈
す
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
れ
を
前
述
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
か
ら
読
み
と
り
、
そ
の
実
態
と
性
格
を
位
置
づ
け
、

「
聖
」
な
る
空
聞
を
理

解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
陸
(
日
丘
陵
部
〉
に
生
活
環
境
を
持
つ
民
族
の
う
ち
、
狩
猟
民
は
野
鳥
(
回
H
R
H
)

を
E
〉
wruu(
ぎ
と
、
遊
牧
民
は
家
禽
(
H
V
S
F
u
じ
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を
=
回
同
3
9
M
)

と
表
象
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、

生
産
の
対
象
と
し
て
自
然
景
観
と
し
て
認
知
さ
れ
、
後
者
は
、
そ
の
対
象
と

し
て
人
文
景
観
と
認
知
さ
れ
、
正
・
負
の
空
間
意
識
で
あ
ろ
う
。
自
然
か
ら
す
れ
ば
、
〉
w
r
は
正
日
生
と
な
り
、
人
聞
か
ら
す
れ
ば
、
回
同

は
負
u
死
と
な
る
訳
で
、
切
同
は
自
然
界
と
人
間
界
と
を
回
帰
す
る
空
間
概
念
で
あ
ろ
う
。

海
洋
(
日
河
川
部
〉
に
生
活
環
境
を
持
つ
民
族
の
う
ち
、
農
耕
民
は
両
腕
(
〉
ロ
ロ
印
)
を

E
関白
3
Q
W〉
と
、
海
洋
民
は
死
せ
る
水
魚

(
出
回
目
む
を
E

間
宮
=
(
附
叫
)
と
表
象
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、
人
間
の
生
産
の
対
象
と
し
て
人
文
景
観
を
、
後
者
は
、
同
じ
く

対
象
と
し
て
自
然
景
観
を
認
知
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
聞
か
ら
す
れ
ば
、
岡
田
は
正
川
生
と
な
り
、
自
然
か
ら
す
れ
ば
、
間
宮
は
負
日

死
と
な
る
訳
で
、
関
『
同
は
自
然
界
と
人
間
界
と
を
回
帰
す
る
空
間
概
念
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
で
は
、
切
回
を
牡
羊
(
同
州
曲
目
)
と
、
問
問
を
雄
牛
(
切
ロ
-
-
〉
と
表
象
す
る
こ
と
か
ら
、

遊
牧
民
と
農
耕
民
の

家
畜
(
ピ
4
2
5
n
r〉
を
認
知
し
た
結
果
、
空
間
意
識
は
な
お
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
理
解
は
、
ラ
ミ

l
a
)

(
戸
ロ
ロ
日
刊
戸
田

guむ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
っ
て
明
確
と
な
っ
た
が
、
興
味
あ
ふ
れ
る
提
案
で
あ
っ
た
。

同

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
構
造

以
上
の
空
間
意
識
に
基
づ
い
た
文
化
的
組
織
形
成
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
た
る
「
聖
」
な
る
地
域
に
お
い
て
、
外
的
な
い
し

は
内
的
影
響
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
本
来
、

「
自
生
文
化
」
は
大
陸
地
域
に
オ
リ
ジ
ン
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
狩
猟
・
遊
牧
文
化
が

そ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、

「
外
来
文
化
」
と
し
て
は
海
洋
地
域
か
ら
ナ
イ
ル
川
を
遡
行
し
た
北
方
に
オ
リ
ジ
ン
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

海
洋
・
農
耕
文
化
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
大
民
族
の
空
間
意
識
に
お
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
交
さ
れ
た
結
果
、
集
落
さ
ら

に
は
都
市
的
文
化
は
隆
盛
を
極
め
た
訳
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
大
陸
地
域
に
発
生
し
た
自
生
文
化
は
、

「
初
期
集
合
体
」
ハ

P
E
R可
〉
訟
由
民
生
品
開
)
を
構
成
し
、
海
洋
地
域
に
発
生
し



た
外
来
文
化
は
、
「
次
期
集
合
体
」

3
2
0
E白
q
k
F
g巾
B
E品
巾
)
を
構
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
最
終
的
に
は
、

「
組
織
形
成
」

(
O諸問
E
N阻
止
。
ロ
)
と
し
て
「
社
会
構
成
」

3
0三
色
。
。
旨
宮
ロ

g
C
と
「
社
会
的
適
応
」

S
o
n
-
m
L
〉
仏
印
主
主
oロ)

が
表
象
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
」
で
あ
る
と
理
解
し
た
い
。
因
み
に
、

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
で
表
象
さ
れ
る
「
聖
」
な
る
場
は
、

風
に
な
び
く
旗
と
表
象
さ
れ
る
「
神
」

(
U
Z百
四
回
包
括
H
O
O
L
)

の
概
念
で
あ
り
、
《
ロ
i
・ロ
i
》

(
E
Z
号、
w

〔
足
可
〕
)
と
称
す
る
も
の

空間意識のパラダイムと古代エジプト文明理解の新見地

で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
場
に
お
い
て
我
々
は
、
自
然
界
と
人
間
界
の
聞
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
た
る
「
宗
教
(
日
精
神
)

的
雰
囲
気
」
(
列
巳
荘
0
5
7
冨

g
s
c
〉同

5
0
4
r
R巾
)
を
認
知
す
る
臼
)
の
で
あ
る
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
と
は
、
環
境
と
し
て
の
景
観
構
成
の
三
大
要
素
を
基
盤
と
し
た
空
間
意
識
と
、
社
会
発
展
の
昇
華
の
プ
ロ
セ
ス
と

の
両
軸
に
よ
っ
て
、
認
知
さ
れ
表
象
さ
れ
た
過
去
の
人
間
の
遺
産
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
空
軸
を
我
々
が
保
有
で
き
れ
ば
、
空
間
的
に
も

ス
タ
ソ
ダ

I
F

ヲ
リ

γ
シ
プ
ル

時
間
的
に
も
隔
絶
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
文
明
も
解
釈
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
新
な
る
見
地
を
こ
こ
で
提
起
し
た
理
由
は
、
規
範
性
と
法
則
性

に
基
づ
い
た
古
代
文
明
理
解
の
た
め
の
方
法
論
的
考
察
を
目
的
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

「
文
明
」
と
い
う
巨
大
な
構
造
物
は
、
各
々
の
部
分
が
「
機
能
」
し
、
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
「
統
ご
さ
れ
な
け
れ
ば
、

「
死
」
に
至

る
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
中
に
存
在
す
る
人
聞
に
と
っ
て
は
、
文
明
を
支
え
た
各
部
分
、

つ
ま
り
民
族
的
集
合
体
が
「
生
命
」

を
内
包
し
た
実
態
と
し
て
機
能
し
、
各
々
の
性
格
を
融
合
さ
せ
な
け
れ
ば
、
永
久
に
独
自
の
「
生
活
環
境
」
を
保
有
す
る
こ
と
は
で
き
な

ぃ
。
古
代
文
明
の
中
で
、
殊
に
エ
ジ
プ
ト
で
は
、

「
王
朝
」
(
ロ
山
首
曲
目
々
)
は
か
な
り
交
替
し
た
が
、
人
々
の
生
活
は
広
大
な
地
域
を
背
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